
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業
じぎょう

の目的
もくてき

） 

第1条 社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

訪問
ほうもん

の家
いえ

が開設
かいせつ

する地域
ちいき

活動
かつどう

ホーム連
ほーむれん

（以下
い か

「事業所
じぎょうしょ

」という。）が行う
おこなう

障 害 者
しょうがいしゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

及び
および

社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法律
ほうりつ

（障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

～以下
い か

「法
ほう

」とい

う。）に基づく
もとづく

指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

（以下
い か

「事業
じぎょう

」という。）の適正
てきせい

な運営
うんえい

を確保
かくほ

するために人員
じんいん

及び
および

管理
かんり

運営
うんえい

に関する
かんする

ことを定め
さだめ

、事業所
じぎょうしょ

の従事者
じゅうじしゃ

が、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

する障 害 者
しょうがいしゃ

若しく
も し く

は

障害児
しょうがいじ

、地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

を利用
りよう

する障 害 者
しょうがいしゃ

（以下
い か

「利用者
りようしゃ

」という。）又
また

は利用者
りようしゃ

の保護者
ほごしゃ

に対し
たいし

、適正
てきせい

な

指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

を提 供
ていきょう

することを目的
もくてき

とする。 

 

（運営
うんえい

の方針
ほうしん

） 

第２条
だい２じょう

  この事業所
じぎょうしょ

が実施
じっし

する事業
じぎょう

は、利用者
りようしゃ

又
また

は利用者
りようしゃ

の保護者
ほごしゃ

（以下
い か

「利用者
りようしゃ

等
とう

」という。）の意思
い し

及び
および

人格
じんかく

を尊 重
そんちょう

し、常に
つねに

当該
とうがい

利用者
りようしゃ

等
など

の立場
たちば

に立って
た っ て

行う
おこなう

ものである。 

２ 事業
じぎょう

の実施
じっし

にあっては､
、

利用者
りようしゃ

が自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営む
いとなむ

ことができるように配慮
はいりょ

して行う
おこなう

。 

３ 事業
じぎょう

の実施
じっし

にあっては、利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

、その置かれて
お か れ て

いる環境等
とう

に応じて
おうじて

、利用者
りようしゃ

等
とう

の選択
せんたく

に

基づき
もとづき

、適切
てきせつ

な保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

、教 育
きょういく

等
とう

のサービス
さ ー び す

（以下
い か

「福祉サービス
さ ー び す

等
とう

」という。）が多様
たよう

な事
じ

業 者
ぎょうしゃ

から、総合的
そうごうてき

かつ効率的
こうりつてき

に提 供
ていきょう

されるよう配慮
はいりょ

して行う
おこなう

。 

４ 事業
じぎょう

の実施
じっし

にあっては、利用者
りようしゃ

等
とう

に 提 供
ていきょう

される福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

が特定
とくてい

の種類
しゅるい

又
また

は特定
とくてい

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事業
じぎょう

を行う
おこなう

者
もの

に不当
ふとう

に偏る
かたよる

ことのないよう、公正
こうせい

中 立
ちゅうりつ

に行う
おこなう

。 

５ 事業
じぎょう

の実施
じっし

にあっては、市町村
しちょうそん

、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事業
じぎょう

を行う
おこなう

者
もの

等
など

との連携
れんけい

を図り
はかり

、地域
ちいき

において

必要
ひつよう

な社会
しゃかい

資源
しげん

の改善
かいぜん

及び
および

開発
かいはつ

に努める
つとめる

。 

６ 事業
じぎょう

の実施
じっし

にあっては、自ら
みずから

その 提 供
ていきょう

する指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の評価
ひょうか

を行い
おこない

、常に
つねに

その改善
かいぜん

を

図る
はかる

。 

社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

 訪問
ほうもん

の家
いえ

 

指定
してい

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
しえん

及び
および

指定
してい

特定
とくてい

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム
ほ ー む

 連
れん

  『運営
うんえい

規程
き て い

』 
 



  

７ 事業
じぎょう

の実施
じっし

にあたっては、前
ぜん

６項
６こう

の他
ほか

、関係
かんけい

法令
ほうれい

等
など

を遵 守
じゅんしゅ

する。 

 

（事業所
じぎょうしょ

の名 称
めいしょう

等
とう

） 

第３条
だい３じょう

  事業
じぎょう

を行う
おこなう

事業所
じぎょうしょ

の名 称
めいしょう

及び
および

所在地
しょざいち

は、次
つぎ

のとおりとする。 

１ 名
な

 称
しょう

   地域
ちいき

活動
かつどう

ホーム
ほ ー む

 連
れん

 

２ 所在地
しょざいち

   神奈川県
かながわけん

横浜市
よこはまし

旭区
あさひく

二俣川
ふたまたがわ

2－58 清水
しみず

ハーモニビル
は ー も に び る

3階
かい

 

 

（ 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

の職 種
しょくしゅ

、員数
いんずう

及び
および

職務
しょくむ

内容
ないよう

） 

第４条 事業所
じぎょうしょ

に勤務
きんむ

する 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

の職 種
しょくしゅ

、員数
いんずう

及び
および

職務
しょくむ

内容
ないよう

は次
つぎ

のとおりとする。 

１ 管理者
かんりしゃ

 １名
 めい

（常 勤
じょうきん

職 員
しょくいん

） 

  管理者
かんりしゃ

は、事業所
じぎょうしょ

の 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

の管理
かんり

及び
および

業務
ぎょうむ

の管理
かんり

を一元的
いちげんてき

に行う
おこなう

とともに、事業所
じぎょうしょ

の従業 者
ぎょうしゃ

に

対し
たいし

法令
ほうれい

等
など

を遵 守
じゅんしゅ

させるために必要
ひつよう

な指揮
し き

命令
めいれい

を行う
おこなう

。 

２ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

 ２名
めい

（常 勤
じょうきん

職 員
しょくいん

） 

 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は､
、

基本
きほん

相談
そうだん

支援
しえん

に関する
かんする

業務
ぎょうむ

およびサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

に関する
かんする

業務
ぎょうむ

を

行う
おこなう

｡
。

 

 

（営 業
えいぎょう

日
び

及び
および

営 業
えいぎょう

時間
じかん

等
とう

） 

第５条 事業所
じぎょうしょ

の営 業
えいぎょう

日
び

及び
および

営 業
えいぎょう

時間
じかん

等
とう

は、次
つぎ

のとおりとする。 

１ 営 業
えいぎょう

日
び

    月
げつ

・火
か

・水
すい

・木
もく

・金
きん

（祝祭日を除く） 

２ 営 業
えいぎょう

時間
じかん

   午前
ごぜん

9
９

時
じ

～午後
ご ご

5時
じ

  

３ 年間の休日   12月
がつ

29日
にち

から 1月
がつ

3日まで 

（主
しゅ

たる対 象
たいしょう

とする障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

） 

第６条
だい じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、主
しゅ

たる対 象 者
たいしょうしゃ

を以下
い か

のとおりとする。 

身体
しんたい

障 害
しょうがい

 知的
ちてき

障 害
しょうがい

 精神
せいしん

障 害
しょうがい

 難 病
なんびょう

等
とう

対 象 者
たいしょうしゃ

 障害児
しょうがいじ

 

（指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の提 供
ていきょう

方法
ほうほう

及び
および

内容
ないよう

） 

第７条
だい７じょう

 この事業所
じぎょうしょ

が提 供
ていきょう

する指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の内容
ないよう

は次
つぎ

のとおりとする。 

① 指定
してい

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の管理者
かんりしゃ

は、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

に基本
きほん

相談
そうだん

支援
しえん

に関する
かんする

業務
ぎょうむ

及び
および



  

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

に関する
かんする

業務
ぎょうむ

を担当
たんとう

させるものとする。 

② 指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の提 供
ていきょう

に当たって
あ た っ て

は、利用者
りようしゃ

等
とう

の立場
たちば

に立って
た っ て

懇切
こんせつ

丁寧
ていねい

に行う
おこなう

ことを旨
むね

と

し、利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

に対し
たいし

、サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

方法
ほうほう

等
とう

について理解
りかい

しやすいように説明
せつめい

を行う
おこなう

と

ともに、必要
ひつよう

に応じ
おうじ

、同じ
おなじ

障 害
しょうがい

を有する
ゆうする

者
もの

による支援
しえん

等
など

適切
てきせつ

な手法
しゅほう

を通じ行う
つうじおこなう

ものとする。 

２ 指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

における指定
してい

サービス
さ ー び す

利用
りよう

支援
しえん

の方針
ほうしん

は、第２条
だい２じょう

に規定
きてい

する基本
きほん

方針
ほうしん

及び
および

前項
ぜんこう

に

規定
きてい

する方針
ほうしん

に基づき
もとづき

、次
つぎ

の各号に掲げる
かかげる

ところによるものとする。 

① 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

に当たって
あ た っ て

は、利用者
りようしゃ

の希望
きぼう

等
など

を踏まえて
ふ ま え て

作成
さくせい

するように努める
つとめる

。 

② 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

に当たって
あ た っ て

は、利用者
りようしゃ

の自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の

支援
しえん

を効果的
こうかてき

に行う
おこなう

ため、利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

又
また

は家族
かぞく

の 状 況
じょうきょう

等
とう

に応じ
おうじ

、継続的
けいぞくてき

かつ計画的
けいかくてき

に適切
てきせつ

な福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の利用
りよう

が行われる
おこなわれる

ようにする。 

③ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

に当たって
あ た っ て

は、利用者
りようしゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

を支援
しえん

する観点
かんてん

から、指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

又
また

は指定
してい

地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

に加えて
くわえて

、指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

又
また

は指定
してい

地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

以外
いがい

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

、当該
とうがい

地域
ちいき

の住 民
じゅうみん

による自発的
じはつてき

な活動
かつどう

によるサービス
さ ー び す

等
とう

の利用
りよう

も含めて
ふくめて

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計 画 上
けいかくじょう

に位置付ける
い ち づ け る

よう努める
つとめる

。 

④ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

に当たって
あ た っ て

は、利用者
りようしゃ

等
とう

によるサービス
さ ー び す

の選択
せんたく

に

資する
し す る

よう、当該
とうがい

地域
ちいき

における指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
さ ー び す じ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

又
また

は指定
してい

一般
いっぱん

相談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

に関する
かんする

サービス
さ ー び す

の内容
ないよう

、利用料
りようりょう

等
とう

の情 報
じょうほう

を適正
てきせい

に利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

に対して
たいして

提 供
ていきょう

するもの

とする。 

⑤ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

に当たって
あ た っ て

は、適切
てきせつ

な方法
ほうほう

により、利用者
りようしゃ

につい

て、その心身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

、置
お

かれている環 境 及
かんきょうおよ

び日 常 生 活 全 般
にちじょうせいかつぜんぱん

の 状 況 等
じょうきょうとう

の評価
ひょうか

を通じて
つうじて

利用者
りようしゃ

の希望
きぼう

する生活
せいかつ

や利用者
りようしゃ

が自立
じりつ

した日常生活
せいかつ

を営む
いとなむ

ことができるよう支援
しえん

する上
うえ

で解決
かいけつ

すべ

き課題
かだい

等
とう

の把握
はあく

（以下
い か

「アセスメント
あ せ す め ん と

」という。）を行う
おこなう

。 

⑥ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、アセスメント
あ せ す め ん と

の実施
じっし

に当たって
あ た っ て

は、利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

等
など

を訪問
ほうもん

し、利用者
りようしゃ

及び
および

その

家族
かぞく

に面接
めんせつ

する。この場合
ばあい

において、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、面接
めんせつ

の趣旨
しゅし

を利用者
りようしゃ

及び
および

その家族
かぞく

に対して
たいして

十 分
じゅうぶん

に説明
せつめい

し、理解
りかい

を得る
え る

。 

⑦ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、利用者
りようしゃ

についてのアセスメント
あ せ す め ん と

に基づき
もとづき

、当該
とうがい

地域
ちいき

における指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし



  

サービス
さ ー び す

等
とう

又
また

は指定
してい

地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

が提 供
ていきょう

される体制
たいせい

を勘案
かんあん

して、当該
とうがい

アセスメント
あ せ す め ん と

により把握
はあく

され

た解決
かいけつ

すべき課題
かだい

等
とう

に対応
たいおう

するための最も
もっとも

適切
てきせつ

な福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の組合せ
くみあわせ

について検討し、利用者
りようしゃ

及び
および

その家族
かぞく

の生活
せいかつ

に対する
たいする

意向
いこう

、総合的
そうごうてき

な援助
えんじょ

の方針
ほうしん

、生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

の解決
かいけつ

すべき課題
かだい

、 提 供
ていきょう

さ

れる福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等の目 標
もくひょう

及び
および

その達成
たっせい

時期
じ き

、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の種類
しゅるい

、内容
ないよう

、 量
りょう

、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を

提 供
ていきょう

する上
うえ

での留意
りゅうい

事項
じこう

、厚生
こうせい

労働
ろうどう

省 令
しょうれい

で定める
さだめる

期間
きかん

に係る
かかわる

提案
ていあん

等
とう

を記載
きさい

したサービス等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

案
あん

を作成
さくせい

する。 

⑧ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

案
あん

に位置付けた
い ち づ け た

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

について、介護
かいご

給付費
きゅうふひ

等
など

の

対 象
たいしょう

となるかどうかを区分
くぶん

した上
うえ

で、当該
とうがい

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

案
あん

の内容
ないよう

について、利用者
りようしゃ

又
また

はその

家族
かぞく

に対して
たいして

説明
せつめい

し、文書
ぶんしょ

により利用者
りようしゃ

等
とう

の同意
どうい

を得る
え る

。 

⑨ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

案
あん

を作成
さくせい

した際
さい

には、当該
とうがい

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

案
あん

を

利用者
りようしゃ

等
とう

に交付
こうふ

する。 

⑩ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、支給
しきゅう

決定
けってい

又
また

は地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

給付
きゅうふ

決定
けってい

が行われた
おこなわれた

後
あと

に、指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
さ ー び す じ

業 者
ぎょうしゃ

等
など

、指定
してい

一般
いっぱん

相談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

その他
そ の た

の者
もの

との連携
れんけい

調査
ちょうさ

等
とう

を行う
おこなう

とともに、

サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

の開催
かいさい

等
とう

により、当該
とうがい

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

案
あん

の内容
ないよう

について説明
せつめい

を行う
おこなう

と

ともに、サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

に出 席
しゅっせき

する担当者
たんとうしゃ

から、専門的
せんもんてき

な見地
けんち

からの意見
いけん

を求める
もとめる

。 

⑪ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、前号
ぜんごう

の担当者
たんとうしゃ

から専門的
せんもんてき

な見地
けんち

からの意見
いけん

を求めた
もとめた

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

案
あん

の内容
ないよう

について、利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

に対して
たいして

説明
せつめい

し、文書
ぶんしょ

により利用者
りようしゃ

等
とう

の同意
どうい

を得る
え る

。 

⑫ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

を作成
さくせい

した際
さい

には、当該
とうがい

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

を利用者
りようしゃ

等
とう

及び
および

第10号
だい１０ごう

のサービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

に出 席
しゅっせき

した担当者
たんとうしゃ

に交付
こうふ

する。 

３ 指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

における指定
してい

継続
けいぞく

サービス
さ ー び す

利用
りよう

援助
えんじょ

の方針
ほうしん

は第 2 条
だい２じょう

に規定
きてい

する基本
きほん

方針
ほうしん

及び
および

前
ぜん

二項
にこう

に規定
きてい

する方針
ほうしん

に基づき
もとづき

、次
つぎ

の各号
かくごう

に掲げる
かかげる

ところによるものとする。 

① 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成後
さくせいご

、サービス等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

の把握
はあく

（利用者
りようしゃ

についての継続的
けいぞくてき

な評価
ひょうか

を含む。（以下
い か

「モニタリング」という。））を行い
おこない

、必要
ひつよう

に応じて
おうじて

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の変更
へんこう

、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の事業
じぎょう

を行う
おこなう

者
もの

等
など

との連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

その他
そ の た

の便宜
べんぎ

の

提 供
ていきょう

を行う
おこなう

とともに、新た
あらた

な支給
しきゅう

決定
けってい

又
また

は地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

給付
きゅうふ

決定
けってい

が必要
ひつよう

であると認められる
みとめられる

場合
ばあい

には、利用者
りようしゃ

等
とう

に対し
たいし

、支給
しきゅう

決定
けってい

又
また

は地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

給付
きゅうふ

決定
けってい

に係る
かかわる

申請
しんせい

の勧 奨
かんしょう

を行う
おこなう

。 



  

② 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、モニタリング
も に た り ん ぐ

に当たって
あ た っ て

は、利用者
りようしゃ

及び
および

その家族
かぞく

、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の事業
じぎょう

を行う
おこなう

者
もの

等
とう

との連絡
れんらく

を継続的
けいぞくてき

に行うこととし、厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

で定める
さだめる

期間
きかん

ごとに居宅
きょたく

等
など

を訪問
ほうもん

し、利用者
りようしゃ

等
とう

に面接
めんせつ

するほか、その結果
けっか

を記録
きろく

する。 

③ 前項
ぜんこう

第１号
だい ごう

から第７号
だい７ごう

及び
および

第10号
だい１０ごう

から第12号
だい  ごう

までの規定
きてい

は、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の変更
へんこう

について

準 用
じゅんよう

する。 

④ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、適切
てきせつ

な福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

が総合的
そうごうてき

かつ効率的
こうりつてき

に提 供
ていきょう

された場合
ばあい

においても、

利用者
りようしゃ

がその居宅
きょたく

において日 常
にちじょう

生活
せいかつ

を営む
いとなむ

ことが困難
こんなん

となったと認める
みとめる

場合
ばあい

又
また

は利用者
りようしゃ

が指定
してい

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

への入 院
にゅういん

又
また

は入 所
にゅうしょ

を希望
きぼう

する場合
ばあい

には、指定
してい

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

への紹 介
しょうかい

その他
そ の た

の便宜
べんぎ

の提 供
ていきょう

を行う
おこなう

。 

⑤ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

は、指定
してい

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

等
など

から退院
たいいん

又
また

は退所
たいしょ

しようとする

利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

から依頼
いらい

があった場合
ばあい

には、居宅
きょたく

における生活
せいかつ

へ円滑
えんかつ

に移行
いこう

できるよう、あらかじ

め、必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

及び
および

助言
じょげん

を行う
おこなう

等
など

の援助
えんじょ

を行う。 

 

（利用者
りようしゃ

等
など

から受 領
じゅりょう

する費用
ひよう

の額
がく

等
とう

） 

第 ８ 条
だい  じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、法定
ほうてい

代理
だいり

受 領
じゅりょう

を行わない
おこなわない

指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

を提 供
ていきょう

した際
さい

は、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

対 象
たいしょう

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

から、厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が定める
さだめる

費用
ひよう

の額
がく

の支払
しはらい

を受ける
う け る

ものとする。  

２ 事業所
じぎょうしょ

は、前項
ぜんこう

の支払
しはらい

を受ける
う け る

額
がく

のほか、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

対 象
たいしょう

障 害 者
しょうがいしゃ

等
など

の選定
せんてい

により通 常
つうじょう

の

事業
じぎょう

の実施
じっし

地域
ちいき

以外
いがい

の地域
ちいき

の居宅
きょたく

等
など

を訪問
ほうもん

して指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

を提 供
ていきょう

する場合
ばあい

は、それに要した
ようした

交通費
こうつうひ

の実費
じっぴ

の支払
しはらい

を計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

対 象
たいしょう

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

から 徴 収
ちょうしゅう

することができる。 なお、事業所
じぎょうしょ

の自動車
じどうしゃ

を使用
しよう

した場合の交通費
こうつうひ

は次
つぎ

の額
がく

を 徴 収
ちょうしゅう

することができる。 

３ 事業所
じぎょうしょ

は、前
ぜん

二項
にこう

の費用
ひよう

の支払
しはらい

を受けた
う け た

場合
ばあい

は、当該
とうがい

費用
ひよう

に係る
かかわる

領 収 証
りょうしゅうしょう

を当該
とうがい

費用
ひよう

を支払った
しはらった

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

対 象
たいしょう

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

に対し
たいし

交付
こうふ

しなければならない。  

４ 事業所
じぎょうしょ

は、第二項
だいにこう

の費用
ひよう

の額
がく

に係る
かかわる

サービス
さ ー び す

の 提 供
ていきょう

に当たって
あ た っ て

は、あらかじめ、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

対 象
たいしょう

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

に対し
たいし

、当該
とうがい

サービス
さ ー び す

の内容
ないよう

及び
および

費用
ひよう

について説明
せつめい

を行い
おこない

、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

対 象
たいしょう

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

の同意
どうい

を得
え

なければならない。  

 

（通 常
つうじょう

の事業
じぎょう

の実施
じっし

地域
ちいき

） 



  

第 ９ 条
だい  じょう

 通 常
つうじょう

の事業
じぎょう

の実施
じっし

地域
ちいき

は次
つぎ

のとおりとする。 旭区
あさひく

全域
ぜんいき

 

（苦情
くじょう

解決
かいけつ

） 

第１０条
だい  じょう

 提 供
ていきょう

した指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

又
また

はサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

に位置付けた
い ち づ け た

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

に関する
かんする

利用者
りようしゃ

からの苦情
くじょう

に迅速
じんそく

かつ適切に対応
たいおう

するために、苦情
くじょう

を受付ける
うけつける

ための窓口
まどぐち

を設置
せっち

する。 

２ 前項
ぜんこう

の苦情
くじょう

を受けた
う け た

場合
ばあい

には、当該
とうがい

苦情
くじょう

の内容
ないよう

等
とう

を記録
きろく

する。 

３ 事業所
じぎょうしょ

は、 提 供
ていきょう

した指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

に関し
かんし

、法
ほう

の定める
さだめる

ところにより、市町村
しちょうそん

が行う
おこなう

報告
ほうこく

若しく
も し く

は帳簿
ちょうぼ

書類
しょるい

その他
そ の た

の物件
ぶっけん

の提 出
ていしゅつ

若しく
も し く

は提示
ていじ

の命令
めいれい

又
また

は当該
とうがい

職 員
しょくいん

からの質問
しつもん

若しく
も し く

は事業所
じぎょうしょ

の設備
せつび

、帳簿
ちょうぼ

書類
しょるい

その他
そ の た

の物件
ぶっけん

の検査
けんさ

に応じ
おうじ

、及び
および

利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

からの苦情
くじょう

に関して
かんして

市町村
しちょうそん

が

行う
おこなう

調査
ちょうさ

に 協 力
きょうりょく

するとともに、市町
しちょう

村 長
そんちょう

から指導
しどう

又
また

は助言
じょげん

を受けた
う け た

場合
ばあい

は、当該
とうがい

指導
しどう

又
また

は助言
じょげん

に従って
したがって

必要
ひつよう

な改善
かいぜん

を行う
おこなう

。 

４ 事業所
じぎょうしょ

は、 提 供
ていきょう

した指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

に関し
かんし

、法
ほう

の定める
さだめる

ところにより、都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

が行う
おこなう

報告
ほうこく

若しく
も し く

は指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の提 供
ていきょう

の記録
きろく

、帳簿
ちょうぼ

書類
しょるい

その他
そのほか

の物件
ぶっけん

の提 出
ていしゅつ

若しく
も し く

は提示
ていじ

の命令
めいれい

又
また

は当該
とうがい

職 員
しょくいん

からの質問
しつもん

に応じ
おうじ

、及び
および

利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

からの苦情
くじょう

に関して
かんして

都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

が行う
おこなう

調査
ちょうさ

に 協 力
きょうりょく

するとともに、都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

から指導
しどう

又
また

は助言
じょげん

を受けた
う け た

場合
ばあい

は、当該
とうがい

指導
しどう

又
また

は助言
じょげん

に

従って
したがって

必要
ひつよう

な改善
かいぜん

を行う
おこなう

。 

５ 事業所
じぎょうしょ

は、社会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

第83条
だい  じょう

に規定
きてい

する運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

が同法
どうほう

第85条
だい  じょう

の規定
きてい

により行う
おこなう

調査
ちょうさ

又
また

はあっせんにできる限り
かぎり

協 力
きょうりょく

する。 

 

（虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

のための措置
そ ち

に関する
かんする

事項
じこう

） 

第
だい

１１ 条
じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、利用者
りようしゃ

の人権
じんけん

の擁護
ようご

、虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

等
など

のため、次
つぎ

の措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。 

（１） 虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関する
かんする

責任者
せきにんしゃ

の選定
せんてい

及び
および

設置
せっち

 

（２） 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

支援
しえん

 

（３） 従事者
じゅうじしゃ

に対する
たいする

虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

を啓発
けいはつ

・普及
ふきゅう

するための研 修
けんしゅう

の実施
じっし

。 

（４） 虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

の対策
たいさく

を検討
けんとう

する委員会
いいんかい

の定期的
ていきてき

な開催
かいさい

及び
および

その結果
けっか

について 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

への     

     周知
しゅうち

徹底
てってい

。 

 

（身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の禁止
きんし

） 



  

第
だい

１２ 条
じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

に当たって
あ た っ て

は、利用者
りようしゃ

又
また

は他
た

の利用者
りようしゃ

の生命
せいめい

又
また

は身体
からだ

を保護
ほ ご

する

ため 緊 急
きんきゅう

やむを得ない
や む を え な い

場合
ばあい

を除き
のぞき

、身体的
しんたいてき

拘束
こうそく

その他
そ の た

利用者
りようしゃ

の行動
こうどう

を制限
せいげん

する行為
こうい

（以下
い か

「身体
しんたい

拘束
こうそく

等
など

」という。）を行わない
おこなわない

ものとする。 

２ 事業所
じぎょうしょ

は、やむを得ず
や む を え ず

身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

を行う
おこなう

場合
ばあい

には、その態様
たいよう

及び
および

時間
じかん

、その際
さい

の利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の

状 況
じょうきょう

並び
ならび

に緊 急
きんきゅう

やむを得ない
や む を え な い

理
り

由
ゆう

その他
そ の た

必要
ひつよう

な事項
じこう

を記録
きろく

するものとする。 

３ 事業所
じぎょうしょ

は、身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の適正化
てきせいか

を図る
はかる

ため、次
つぎ

に掲げる
かかげる

措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。 

（１）身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の適正化
てきせいか

のための対策
たいさく

を検討
けんとう

する委員会
いいんかい

の定期的
ていきてき

な開催
かいさい

及び
および

その結果
けっか

について 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

への周知
しゅうち

徹底
てってい

 

（２）身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の適正化
てきせいか

のための指針
ししん

の整備
せいび

 

（３） 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

に対し
たいし

、身体
しんたい

拘束
こうそく

等
とう

の適正化
てきせいか

のための研 修
けんしゅう

の定期的
ていきてき

な実施
じっし

 

 

 

（感 染 症
かんせんしょう

対策
たいさく

に関する
かんする

事項
じこう

） 

第１３条
だい   じょう

 事業所
じぎょうしょ

において感 染 症
かんせんしょう

の発生
はっせい

及び
および

まん延
まんえん

しないように、次
つぎ

の措置
そ ち

を講じる
こうじる

ものとする。 

（１） 事業所
じぎょうしょ

における感 染 症
かんせんしょう

の予防
よぼう

及び
および

まん延
まんえん

の防止
ぼうし

のための対策
たいさく

を検討
けんとう

する委員会
いいんかい

の定期的
ていきてき

な  

    開催
かいさい

及び
および

その結果
けっか

について 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

への周知
しゅうち

。 

（２） 事業所
じぎょうしょ

における感 染 症
かんせんしょう

の予防
よぼう

及び
および

まん延
まんえん

の防止
ぼうし

のための指針
ししん

の整備
せいび

。 

（３） 事業所
じぎょうしょ

において、 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

に対し
たいし

、感 染 症
かんせんしょう

の予防
よぼう

及び
および

まん延
まんえん

の防止
ぼうし

のための研 修
けんしゅう

並び
ならび

 

に感 染 症
かんせんしょう

の予防
よぼう

及び
および

まん延
まんえん

の防止
ぼうし

のための訓練
くんれん

の定期的
ていきてき

な実施
じっし

。 

 

（事業
じぎょう

継続
けいぞく

計画
けいかく

の策定
さくてい

に関する
かんする

事項
じこう

） 

第１４条
だい１４じょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、感 染 症
かんせんしょう

や非常
ひじょう

災害
さいがい

の発生
はっせい

時
じ

においても、利用者
りようしゃ

に対する
たいする

必要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を 

継続的
けいぞくてき

に提 供
ていきょう

できる体制
たいせい

を構築
こうちく

するための、業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

を策定
さくてい

し、当該
とうがい

業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

に 

従い
したがい

必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講じる
こうじる

ものとする。 

２ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

に対し
たいし

、業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

について周知
しゅうち

するとともに、必要
ひつよう

な研 修
けんしゅう

及び
および

訓練
くんれん

を

定期的
ていきてき

に実施
じっし

するものとする。 

 

（その他
そ の た

運営
うんえい

に関する
かんする

重 要
じゅうよう

事項
じこう

） 



  

第１５条
だい   じょう

 事業所
じぎょうしょ

は、 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

の資質
ししつ

向 上
こうじょう

のため研 修
けんしゅう

（ 前 条
ぜんじょう

に規定
きてい

する利用者
りようしゃ

等
とう

の人権
じんけん

の擁護
ようご

、

虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

等
とう

の内容
ないよう

を含む
ふくむ

。）の機会
きかい

を次
つぎ

のとおり設け
もうけ

、また、業務
ぎょうむ

体制
たいせい

を整備
せいび

する。 

① 採用
さいよう

時
じ

研 修
けんしゅう

  採用
さいよう

後
ご

3
 

ヶ月
かげつ

以内
いない

 

② 継続
けいぞく

研 修
けんしゅう

   年
ねん

２回
かい

 

２ 事業所
じぎょうしょ

は、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

として、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

の全て
すべて

の機能
きのう

を担う
になう

。 

３ 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

は、正当
せいとう

な理由
りゆう

がなく、その業 務 上
ぎょうむじょう

知り得た
し り え た

利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

の秘密
ひみつ

を漏らして
も ら し て

はならな

い。 

４ 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

であった者
もの

に、業 務 上
ぎょうむじょう

知り得た
し り え た

利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

の秘密
ひみつ

を保持
ほ じ

させるため、 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

で

なくなった後
あと

においてもこれらの秘密
ひみつ

を保持
ほ じ

するべき旨
むね

を、 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

との雇用
こよう

契約
けいやく

の内容
ないよう

とする。 

５ 事業所
じぎょうしょ

は、サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

等
とう

において、利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

の個人
こじん

情 報
じょうほう

を用いる
もちいる

場合
ばあい

は、あらか

じめ文書
ぶんしょ

により当該
とうがい

利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

の同意を得る
え る

。 

６ 事業所
じぎょうしょ

は、 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

、設備
せつび

・備品
びひん

及び
および

会計
かいけい

に関する
かんする

諸記録
しょきろく

を整備
せいび

するとともに、当該
とうがい

記録
きろく

を完結
かんけつ

の日
ひ

か

ら５年間
 ねんかん

保存
ほぞん

する。 

７ 事業所
じぎょうしょ

は、利用者
りようしゃ

等
とう

に対する
たいする

指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の提 供
ていきょう

に関する
かんする

次
つぎ

に掲げる
かかげる

記録
きろく

を整理
せいり

し当該
とうがい

指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

を提 供
ていきょう

した日
ひ

から5
５

年間
ねんかん

保存
ほぞん

する。 

① 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の事業
じぎょう

を行う
おこなう

者
もの

等
とう

との連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

に関する
かんする

記録
きろく

 

② 個々
こ こ

の利用者
りようしゃ

ごとに次
つぎ

に掲げる
かかげる

事項
じこう

を記載
きさい

した相談
そうだん

支援
しえん

台 帳
だいちょう

 

イ サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

案
あん

及び
および

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

 

ロ アセスメント
あ せ す め ん と

の記録
きろく

 

ハ サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

等
とう

の記録
きろく

 

ニ モニタリング
も に た り ん ぐ

の結果
けっか

の記録
きろく

 

③ 市町村
しちょうそん

への通知
つうち

に係る
かかわる

記録
きろく

 

④ 苦情
くじょう

の内容
ないよう

等
とう

の記録
きろく

 

⑤ 事故
じ こ

の 状 況
じょうきょう

及び
および

事故
じ こ

に際して
さいして

採った
と っ た

処置
しょち

についての記録
きろく

 

８ この規程
きてい

に定める事項
じこう

のほか、運営
うんえい

に関する
かんする

重 要
じゅうよう

事項
じこう

は社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

訪問
ほうもん

の家
いえ

と事業所
じぎょうしょ

の管理者
かんりしゃ

との協議
きょうぎ

に基づいて
もとづいて

定める
さだめる

ものとする。 

 



  

附則
ふそく

 

この規程
きてい

は、平成
へいせい

24年
ねん

4月
がつ

１ 日
ついたち

から施行
しこう

する。 

この規程
きてい

は、平成
へいせい

25年
ねん

4月
がつ

１ 日
ついたち

から施行
しこう

する。 

この規程
きてい

は、平成
へいせい

31年
ねん

2月
がつ

1日
にち

から施行
せこう

する。 

この規程
きてい

は、平成
へいせい

31年
ねん

4月
がつ

1日
にち

から施行
せこう

する。 

この規程
きてい

は、令和
れいわ

 4年
ねん

 4月
がつ

１日
にち

から施行
し こ う

する。 

この規程
きてい

は、令和
れいわ

 5年
ねん

 4月
がつ

１日
にち

から施行
し こ う

する。 

この規程
きてい

は、令和
れいわ

 6年
ねん

 4月
がつ

１日
にち

から施行
し こ う

する。 

 


